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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォトレジスト膜用のトップ反射防止コーティングに対する照射波長λを選択するため
の方法であって、
このコーティングは、光を吸収する要素から成り、
そして、このコーティングは、
（ａ）或る一つの波長λ０で吸収の最大値を、
（ｂ）前記波長λ０よりも長波長側の波長λ＋で屈折率の局部的な最大値を、
（ｃ）前記波長λ０よりも短波長側の波長λ－で屈折率の局部的な最小値を、
有し、
コーティングの屈折率を低下させるため、前記照射波長λを前記波長λ－とλ０の間の範
囲の波長から選択することを特徴とする方法。
【請求項２】
照射波長λが１８０ｎｍ ～ ４５０ｎｍの範囲内にあることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
反射防止コーティングが、水またはアルカリ性の水溶液に溶けることを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
反射防止コーティングが、単量体の色素と重合体、あるいは重合体の混合物、あるいは吸
収性の重合体から成ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
反射防止コーティングとフォトレジスト膜が少なくとも一つの阻止膜で分離されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項６】
請求項１に記載の方法で用いられた反射防止コーティングのうちから、前記波長λ－とλ

０の範囲内に照射波長λを含む反射防止コーティングを選択することを特徴とする方法。
【請求項７】
照射波長λが１８０ｎｍ ～ ４５０ｎｍの範囲内にあることを特徴とする請求項６に記載
の方法。
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